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『災害時に使える』 資機材の運用|
～ 「長期的・計画的」な防災投資の勧め ～|

震度7想定



1. 「 いいお話 」 ではなく、「 いい情報 」 を

本研修でお伝えしたいこと 「行動」・「考え方」
が変わる

3. 「何をすべきか」 できる限り 「 具体的に 」

2. 「なんとなく分かっているつもり」 を 「 深堀り 」

今までにない
防災の気付き

自主防災会 会長として実践したことをご紹介



※1

１. 自主防災会のイメージ

自主防災会 ･･･ 「災害時」 に活躍する組織

■ 役員は、発災後すみやかに 自治会館に 集合

■ 会長・リーダー ･･･ 先頭に立って、陣頭指揮

■ 防災倉庫 ･･･ 自治会館に隣接、みんなで共助活動

震度7想定



■ 役員は、発災後すみやかに 自治会館に 集合

■ 会長・リーダー ･･･ 先頭に立って、陣頭指揮

■ 防災倉庫 ･･･ 自治会館に隣接、みんなで共助活動

※1

２. 自主防災会のイメージ

自主防災会 ･･･ 「災害時」 に活躍する組織

震度7想定

■ 役員も被災者。自分事で精一杯。本当に集まれますか?

■ 集まれたとしても､指揮命令できるのか?･･･責任が発生



３．自主防災会の 「限界」

理由 消防レスキュー隊・自衛隊 自主防災会

メンバー
業務･･･日々訓練し、スキルを磨き、

装備は常に完ぺきな状態

有志･･･防災訓練は年１－２回程度。

使い方を全員が知っているとは限らない

指揮・命令
上官はメンバーのスキルを把握し、

それに見合った指示・命令を下す。

初対面の方、体力・スキルを知らない人が

たくさんいる。

負傷時の
補償

業務であり、手厚い補償あり。 基本的に補償なし。 (お見舞金程度)

自主防災会 ➡「お願い」レベル。断られたらあきらめる。無理強いは禁物!



どうすればいいのでしょうか？

自主防災会 ･･･ 災害時に活躍する組織

※1

※1

４. 自主防災会の 「現実」

■ 役員も被災者。自分事で精一杯。本当に集まれますか?

■ 集まれたとしても､指揮命令できるのか? ･･･責任が発生

震度7想定

➡ 発災直後、「近隣共助」 が数分で動き始める。

自主防災会 ･･･ 発災直後に「活動は難しい」
と考えられる

自主防災会と何が違う？



『道具』 や 『協力者』 がいたら
もっと多くの人が救えたハズ!!

➡自主防災会には 「ある」
出典：河田惠昭(1997)
大規模地震災害による人的被害の予測
自然科学第16巻第1号より内閣府作成

５. 発災直後の共助活動

近隣共助･･･隣近所の住民・通行人など

『無我夢中の救助活動』･･･ 本能的行動_

「共助」

「公助」

近隣共助の 「問題点」：
道具もなく 『素手作業』で、
多くが 『一人単独』の活動。

無事だった不特定の人

発災直後、「人」 と 「道具」 が

集まる仕組みを 「平時」 に作る

自主防災会の 「真」 の役割



6. 災害直後の行動･･･阪神淡路大震災

・『避難場所』 に 住民が 集まっていた。

・『のこぎり・バールを求める人』 は

消防署に殺到した。

・『助けようとしている人』 は 『道具』 の

ある場所に行く。

・『無事だった人』 は 『避難場所』 に行く。

『避難場所』 に 『道具』 を置くと _『避難場所』 に 『道具』 を置くと _

「自発的」に共助が始まる＝近隣共助

マニュアル
不要



全死亡者
6,434人

1,484人

3,842人

1,194

窒息死

2,116人

約500人約1,200

発災当日 翌日以降

1,194
約900人

242人

即死 災害関連死

約5,500人

阪神淡路大震災の 死亡時間分布

エコノミ－
症候群

ストレスなど

直接死
約5,500人

17時間

3,600人

直接死の
約７割

1,484人

窒息死

2,116人

10分で
生存率50%

１時間
以内

7. 救出の「時間的緊急度」･･･震度７阪神淡路大震災

参考文献

震度７ 何が生死を
分けたのか

直接死

１時間以内に救出するには➡ 目標 10分 で活動開始

50m圏
徒歩1分



自治会館

防災倉庫

■昭和５４年開発の高台の住宅地・・・２７０世帯６５０人が生活

・マンション ５棟 160戸 １５０棟
・テラスハウス ７棟 35戸 ３３３戸
・戸建て 138棟 138戸

１．秦野市 千村台自主防災会のご紹介

千村台

秦野市

渋沢駅
秦野駅

８. 『千村台自主防災会』 の事例



防災倉庫：
２ヶ所に４棟

９. Ｂｅｆｏｒｅ

100ｍ

防災倉庫
Ａ／Ｂ

自治会館



100ｍ

一時

■５０ｍ圏
・家が見える場所
・声が聞こえる距離

＋
■救命ボックス
・人命救助
・初期消火
・応急手当

一時避難場所を
10ヶ所設置

防災倉庫
Ａ／Ｂ

自治会館10. Ａｆｔｅｒ

一時避難場所_
50m圏＋道具_



② 『災害対応型ゴミステーション』の提案

救命ボックス 災害伝言板

千村台自主防災会

11. 道具＝「救命ボックス」 を ゴミ置き場に設置



12. 『救命ボックス』収納品 1チームで救助
コンセプト …訓練不要
・誰でも使える道具
・すぐに使える状態で収納
・運びやすく工夫した収納



高さ:
130cm
幅:
90cm
奥行:
50cm

ダイヤル式キーボックス

ダイヤルを
合わせると、
中のカギを
取り出せる

近隣共助の要･･･道具

番号さえ知っていれば、
「だれでも開けられる」

13. 防災倉庫・救命ボックス： 「カギ」 の運用

カギを持った役員が
駆け付ける必要がない。
➡心理的プレッシャーが

大幅軽減



14．『救命ボックス』 設置数

世帯数 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 総導入数

千村台 270 検討１ ４ １ ２ ２ 10

菖蒲第２ 120 検討 ４ ４

オレンジヒル 240 検討 １ １ １ (１) ３(1)

八幡山 230 検討 １ １ 2

小原台 240 検討 5 (５) 5(5)

くず葉台 370 検討 5 ５

曲松新町 190 (１) (1)

二宮町 3地区 １ 3 (３) 4(4)

合計 台数 １ ５ ５ ４ ４ 14 (10) 33(10)

自主防災会

協働事業で啓発活動



15. くず葉台（370世帯）の設置事例

100ｍ

防災倉庫

Before

自治会館
防災倉庫

大きめの
収納庫

Aｆｔｅr

救命ボックス
５台で全域カバー

（120m圏）



16．下大槻第1自治会 今年､防災検討を開始





1. 自主防災会･･･災害時に活躍する組織

第1部 『災害時に使える』 資機材の運用

3. 大きな防災倉庫を自治会館の近くに設置

2. 災害時には、会長・リーダーが陣頭指揮

1. 自主防災会･･･「平時に活動」する組織

2. 発災時、「無事だった人」に共助活動を任せる。

3. 道具は、「身近に (50m圏)」 に分散配置する。

人と道具が集まる
仕組みを作る

会長も被災者
自分のことをする

カギの運用･･･個人管理➡キーボックス導入



「長期的・計画的」な防災投資の

ご提案

会長の任期が短い

➡防災投資計画が必要

防災投資は高額

➡複数年かけて充実

第2部



18．災害対応フェーズ別 必要資機材（基本）

フェーズ 活動内容 必要な資機材

初動期
・人命救助 ・初期消火

・安否確認 ・応急手当

救命ボックス ･･･バール・ｱﾃ木・ノコギリ・消火器

携帯ﾗｲﾄ・布タンカ・手当ｾｯﾄ・安否確認マップ)

バック
アップ

対処が困難な現場

・人命救助・消火/延焼防止

防災倉庫･･･大型ジャッキ･ロープ･発電機･照明

バケツリレーセット・リアカー・ブルーシート

自主防災会
本部

・全体の被害把握

・安否の集計 ・応急手当

・炊き出し ・トイレ対策

トランシーバー・大型掲示板・テーブル・リアカー

大型テント・応急手当・負傷者収容(段ボール)

大型コンロ･ナベ･薪･雨水タンク･簡易トイレｾｯﾄ

在宅避難
生活

・建物の雨漏り対策

・建物の応急修理・片付け

・防犯パトロール

・炊き出し・支援物資の配布

大型脚立･ハシゴ･大型ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ･土のう･ロープ

べニア板・板材・電動工具・ネジクギ類・雑布類

誘導棒・強力ライト・乾電池・笛

掲示板・旗・リアカー・テント・水タンク

優
先
度

高

低



19．千村台 防災投資計画

計画 第一次計画 第二次計画 第三・四次計画

期間 2018～2023 2024～2028 2029～2038

主眼
発災直後の共助活動を支援

（安否確認・救助・消火）

本部の立上げ

救助・消火の強力機材

本部用機材充実

在宅避難生活

主な
投資

・救命ボックス（10台）

・トランシーバー・無線機

・安否受付用 軽量テント

・バケツリレーセット

（手押しポンプ）

・4面幕テント

・キャスター付きタンカ

・雨水タンク

・大型テント

・ガス式発電機



20．防災投資計画 立案のポイント

投資計画は､定期総会に諮り「住民の合意」を得る

■ 地区特性を織込んだ､「投資優先順」で投資計画を立案

■ 「防災委員会」の設置･･･長く続けていただける委員

（防災指導員を中心に）

■ 予算のうち、「毎年一定額を防災投資」 に割り当てる。

前年度に
「補助金仮申請」が必要 新規投資に加え､消耗品・

点検経費・老朽化更新など必要



エンジン式発電機・・・定期的に運転

・自治会行事で活用：お祭り・地域の一斉清掃

★工具・消耗品セットを取り付け

★引継ぎ前に「動作確認」・・・１月末ごろ

小電力トランシーバー・・・「通話可能エリア」の把握

・自治会内：自治会館からの通話可能エリア

・広域避難場所・公民館・市役所など

★巡回マップ・使い方マニュアルを取り付け

21．防災資機材･･･定期的な点検・活用

エンジン式 発電機 ・・・ 定期的に運転

小電力トランシーバー・・・ 「通話可能エリア」 の把握



本クラブの 「深掘り」テーマ ご案内

■ 「安否確認」･･･把握すべきは 「安否の 否 」

■「ｼｪｲｸｱｳﾄ」･･･一番長い「寝ている時」の対応は?

■ 「初期消火」･･･消火器10本集められますか？

震度7想定

ご説明に伺います。連絡ください。
teamQQ244@gmail.com



ご清聴ありがとうございました



最大震度 死者 負傷者 全壊 半壊 一部破損 地震名

7 68 4,805 3,175 13,810 未記載 9件 新潟県中越地震

7 43 782 469 1,660 13,849 2件 北海道胆振東部地震

６強 0 43 0 28 1,580 山形県沖

６弱 0 0 0 0 0 0 石川県能登地方(2022)

建物被害
火災

人的被害

出典:気象庁 被害のあった
地震一覧(1996年以降）

最大震度 死者 負傷者 全壊 半壊 一部破損 地震名

7 6,434 43,792 104,906 144,274 未記載 約200件 兵庫県南部地震(1995)

６強 15 2,346 1,331 5,710 37,633 ３件 中越沖地震(2007)

６弱 6 462 21 483 61,266 ７件 大阪府北部(2018)

５強 1 17 0 24 6,117 長野県中部(2011)

５弱 1 15 0 0 1

4 0 8 0 0 0

建物被害
火災

人的被害

※1:火災件数は、複数の資料からの出典の為、整合性が取れたカウントでない可能性あり。
※2:東日本大震災は、津波被害と地震の揺れによる被害を分離できないため、除外した。

56. 過去の地震被害

※2

■最大被害

■最小被害

※1

※1

気象庁HP：日本付近で発生した主な被害地震(1996年以降）に
1995阪神淡路大震災のデータを加えた。

人的被害が
先に出る



10. 千村台では、どうして「10カ所」なのか？

❷ 「小さな救命ボックス」を｢あちこち」に設置

100世帯に1台

大きな
防災倉庫

小さな収納庫
（救命ボックス）

20世帯に1台

❶ 「大きな防災倉庫」 に 「たくさんの道具」を収納

VS



地域
最大
震度

死者
重傷・
中等症者

要救助者
全・半壊
家屋

焼失家屋

秦野市 ７ 910名 3,690名 3,830名 ２９,160棟 6,29０棟

大正型関東地震※の被害想定 (関東大震災クラス）

地域
最大
震度

死者
重傷・
中等症者

要救助者
全・半壊
家屋

焼失家屋

秦野市 ７ 910名 3,690名 3,830名 ２９,160棟 6,29０棟

100世帯
(227人)

７ 1.3名 5.1名 ５．３名 ４1棟 9棟

秦野市 令和2年4月1日 時点
72 ,377世帯164 ,498人68 ,83 6棟

10０世帯 ５名

２０世帯 １名

11. 50ｍ圏 （≒20世帯） にする理由

救命ボックス１台に

現場が 1カ所

道具の取り合いが_

発生しにくい仕掛け



急傾斜地・崖・・・スコップ・プレコン・ブルーシート・土留め板・

杭・カケヤ・単管パイプ・ハンマー

一本道の先の集落・・・トランシーバーなど通話手段

防災倉庫など自主活動可能な資機材

15．防災資機材･･･地区の被害想定を考慮

ブロック塀・石垣・・・撤去手段：スコップ・ハンマー・バール

液状化（盛り土・旧河道・周囲が田んぼ）

・・・土のう・べニア板

建物の種類（鉄骨造など）・・・建材切断：金ノコ



写真提供

：神戸市

18.阪神淡路大震災の災害直後の写真

使用済み
消火器+バケツ
（６本）（２個）

未使用の消火器
（５本以上）

『初期消火で消し止めた』 現場

と思われる



❸ たくさん運べるように、 『リアカー・台車を備える』|

20. 消火器を 『自動的に』 たくさん集める策

重要：毎年の『防災訓練』で繰り返し訓練する！

❶ 一時避難場所へ行くとき ･･･ 『消火器を持ち寄る』|

❷ 重たくて持っていけない人･･･ 『歩道や道路に出す』|

■ 住民の協力

■ 自主防災会の備え



防火対策の 「三種の神器」
設置済み
チェック

火を消す 消火器

知らせる 住宅用火災警報器

感震式ブレーカー遮断器

義務化

「地震火災」の半数以上が電気が原因!!

21．防火対策･･･住民への周知・徹底

電気火災を
出さない


